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平
成
24
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６

月
14
日
か
ら
26
日
ま
で
の
13
日
間
の

会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
の
本
会
議
で
は
、
市
長
よ
り

提
出
議
案
の
説
明
を
受
け
、
総
括
質

疑
後
、
所
管
の
常
任
委
員
会
に
そ
れ

ぞ
れ
付
託
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
承

認
案
件
１
件
、
意
見
書
１
件
、
人
事

案
件
１
件
が
即
日
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
常
任
委
員
会
は
３
日
間
開
催
さ

れ
、
付
託
さ
れ
た
議
案
の
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

本
会
議
２
日
目
と
３
日
目
は
、
８

名
の
議
員
が
市
政
に
対
す
る
一
般
質

問
を
行
い
、
市
当
局
の
見
解
を
た
だ

し
ま
し
た
。

　

定
例
会
最
終
日
に
は
、
各
常
任
委

員
会
か
ら
審
査
結
果
の
報
告
を
受

け
、
10
件
を
可
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、

農
業
委
員
会
委
員
に
つ
い
て
、
１
名

を
推
薦
す
る
こ
と
を
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

● 定例会のあらまし、議案審議の概要
● 一般質問、委員長報告
● 一般質問、意見書、３月臨時会のあらまし
● 議案等賛否一覧表、市議会報告会、人事、表彰

東
日
本
大
震
災
の
復
興
交
付
金
事
業
費
等

補
正
予
算
31
億
９
５
０
６
万
円
可
決

　

６
月
定
例
会
の
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
額
は
、
31
億
９
５
０
６

万
円
で
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は
５
４
７
億
６
６
８
７
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

一
般
会
計
に
か
か
る
補
正
予
算
は
、
30
億
６
５
１
６
万
円
を
追
加
計
上

し
、
総
額
３
５
０
億
７
７
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。
主
な
も
の
と
し
ま
し

て
は
、「
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
」、「
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
費
」、

学
校
給
食
等
に
つ
い
て
、
さ
ら
な
る
測
定
検
査
体
制
の
充
実
を
図
る
た
め

の
「
放
射
能
測
定
事
業
費
」
及
び
被
災
者
の
健
康
状
態
の
悪
化
を
予
防
す

る
た
め
の
「
被
災
者
の
健
康
支
援
事
業
費
」
な
ど
の
災
害
関
連
事
業
費
が

計
上
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
通
学
路
の
路
側
帯
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
施
し
、

児
童
生
徒
を
巻
き
込
む
自
動
車
事
故
を
防
止
す
る
「
通
学
路
の
安
全
確
保

対
策
事
業
」
な
ど
、
緊
急
的
措
置
が
必
要
な
事
業
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
の
補
正
額
は
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
で
は
、
復
興
交
付
金

事
業
費
７
２
９
０
万
円
を
追
加
し
、
総
額
を
73
億
２
７
７
０
万
円
と
す
る

補
正
が
計
上
さ
れ
、
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
で
は
、
寒
風
沢
排
水

処
理
施
設
の
本
復
旧
を
図
る
た
め
の
事
業
費
と
し
て
５
７
０
０
万
円
を
追

加
し
、
総
額
を
８
１
１
０
万
円
と
す
る
補
正
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
４
事
業
に
か
か
る
繰
越
明
許
費
を
１
億
１
４
２
２

万
円
増
額
変
更
し
た
専
決
処
分
に
つ
い
て
、
議
会
の
承
認
を
求
め
る
「
平

成
23
年
度
塩
竈
市
一
般
会
計
補
正
予
算
」
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

条
例
に
つ
い
て
は
、「
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
に
対
す
る
市
税

の
減
免
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
な
ど
改
正
条
例
４
件
、

「
塩
竈
市
復
興
産
業
集
積
区
域
に
お
け
る
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
に
関

す
る
条
例
」
の
新
設
条
例
１
件
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、「
塩
竈
市
集
会
所
の
指
定
管
理
者
の
指
定
の
変
更
に
つ
い
て
」、

「
市
道
路
線
の
認

定
廃
止
に
つ
い
て
」

及
び
「
公
平
委
員

会
の
委
員
の
選
任

に
つ
い
て
」、
議

員
提
出
議
案
と
し

て
提
案
さ
れ
た
「

東
日
本
大
震
災
被

災
者
の
保
険
医
療

機
関
に
お
け
る
一

部
負
担
金
免
除
の

期
間
延
長
等
を
求

め
る
意
見
書
」
が

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
農
業
委

員
会
委
員
に
つ
い

て
、
議
会
か
ら
１

名
の
委
員
を
推
薦

し
ま
し
た
。

定 例 会 会 議 日 程
（本会議） ６月14日 会期の決定、諸般の報告、承認案件採決、議案説明、総括

質疑、議案付託、人事案件採決、議員提出議案採決
（委員会） ６月18日 総務教育常任委員会

６月19日 民生常任委員会
６月20日 産業建設常任委員会

（本会議） ６月21日 市政に対する一般質問
６月22日 市政に対する一般質問

（委員会） ６月25日 議会運営委員会
（本会議） ６月26日 各常任委員会委員長報告、委員の推薦

千賀の浦観光推進特区（海岸通付近）

復
興
に
む
け
て
、　
　　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン！
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
　

　

復
興
に
む
け
て
、　
　　
　
　
　
　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン！
マ
リ
ン
ゲ
ー
ト
塩
釜
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一 　 般 　 質 　 問

　

６
月
定
例
会
に
お
い
て
、
議
案
10

件
が
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

慎
重
に
審
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員

長
報
告
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

総
務
教
育
常
任
委
員
長
　
阿
部
か
ほ
る

◎
議
案
第
58
号
、
第
60
号
～
63
号
、

第
66
号
は
、
原
案
の
と
お
り
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

　
〔
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る

要
望
意
見
〕

○
本
市
地
域
防
災
計
画
に
つ
い
て
は
、

東
日
本
大
震
災
を
踏
ま
え
、
現
在
見

直
さ
れ
て
い
る
宮
城
県
地
域
防
災
計

画
と
の
整
合
を
図
り
な
が
ら
、
大
規

模
災
害
に
対
応
し
た
見
直
し
を
行
う

こ
と
と
な
る
。
そ
の
見
直
し
に
あ
た
っ

て
は
、
同
計
画
が
今
後
の
市
政
各
般

に
わ
た
り
重
要
な
関
わ
り
を
も
つ
も

の
と
な
る
こ
と
に
鑑
み
、
計
画
作
成

の
中
枢
を
担
う
防
災
会
議
に
お
い
て

は
、
被
災
者
や
自
主
防
災
組
織
、
町

内
会
等
に
も
参
加
い
た
だ
き
な
が
ら
、

市
民
の
意
見
が
計
画
に
十
分
反
映
で

き
る
よ
う
今
後
進
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、

大
震
災
の
被
災
状
況
を
十
分
に
検
証

し
、
見
直
し
を
図
ら
れ
、
そ
の
選
定

に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

○
放
射
能
問
題
は
、
食
の
安
全
・
安

心
の
見
地
か
ら
市
民
が
大
き
な
関
心

を
寄
せ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も

そ
の
対
応
が
重
要
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。
今
回
、
学
校
給
食
の
食
材
に

つ
い
て
は
、
国
・
県
等
が
行
う
定
期

検
査
を
補
完
す
る
た
め
、
ま
た
一
般

市
民
持
込
み
の
食
材
に
つ
い
て
は
、

市
内
で
収
穫
さ
れ
た
農
産
物
等
に
つ

い
て
、
新
た
に
放
射
能
測
定
器
を
増

設
し
、
市
独
自
で
検
査
体
制
の
さ
ら

な
る
充
実
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
市
民
持
込
み
分
に
係
る
食

材
の
検
査
に
関
し
て
は
、
今
後
予
約

の
申
し
込
み
に
加
え
、
問
い
合
わ
せ

等
も
増
加
す
る
こ
と
と
な
り
、
多
く

の
方
々
が
検
査
待
ち
を
余
儀
な
く
さ

れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
の
で
、
事

業
執
行
に
あ
た
っ
て
は
、
市
民
へ
の

周
知
並
び
に
き
め
細
か
な
説
明
な
ど
、

そ
の
対
応
に
万
全
を
期
さ
れ
た
い
。

民
生
常
任
委
員
長
　
　
　
曽
我
ミ
ヨ

◎
議
案
第
59
、
63
号
は
、
原
案
の
と

お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。

　
〔
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る

要
望
意
見
〕

○
被
災
者
健
康
支
援
事
業
は
、
東
日

本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
の
健
康
状

態
の
悪
化
を
予
防
す
る
た
め
に
被
災

者
特
別
健
診
事
業
な
ど
を
実
施
す
る

も
の
で
あ
る
。
大
震
災
か
ら
１
年
３

カ
月
以
上
が
経
過
し
、
被
災
者
の
方

の
健
康
状
態
が
心
配
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
同
事
業
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底

を
行
わ
れ
、
被
災
者
の
健
康
の
維
持･

改
善
に
努
め
ら
れ
た
い
。
な
お
、
本

事
業
に
つ
い
て
は
、
身
体
的
な
部
分

に
か
か
る
ケ
ア
を
行
う
も
の
で
あ
る

が
、
精
神
的
な
部
分
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
同
様
に
事
業
の
継
続
・
推

進
を
図
ら
れ
た
い
。

産
業
建
設
常
任
委
員
長
　
香
取
嗣
雄

◎
議
案
第
63
号
～
65
号
、
第
67
号
は
、

原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と

決
し
ま
し
た
。

　
〔
一
般
会
計
補
正
予
算
に
対
す
る

要
望
意
見
〕

○
災
害
廃
棄
物
処
理
事
業
に
お
け
る

危
険
建
物
等
解
体
業
務
に
つ
い
て
は
、

り
災
証
明
書
で
半
壊
以
上
の
判
定
を

受
け
た
建
物
等
及
び
り
災
届
出
証
明

書
の
交
付
を
受
け
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の
工
作
物
を
対
象
と

し
て
解
体
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
受

付
期
間
は
本
年
８
月
末
ま
で
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
本
事
業

の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
事
業
内
容

や
受
付
期
間
等
の
周
知
徹
底
に
取
り

組
ま
れ
、
被
災
者
の
負
担
軽
減
と
被

災
地
の
一
刻
も
早
い
復
旧
に
向
け
鋭

意
努
め
ら
れ
た
い
。

　本会議における一般質問は、６月21日、22日の２日間に８人の議員が行いました。ここでは
一般質問の中から一つ取り上げて、その要旨を掲載しています。なお、各議員が行った一般質問
の項目も掲載しています。

委
員
長
報
告

議
員　

①
企
業
誘
致
対
策

　

塩
竈
市
を
再
生
す
る
た
め
に
、
ど

の
業
種
に
光
を
当
て
て
い
か
れ
る
の

か
。
企
業
誘
致
対
策
を
市
役
所
の
総

力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と

し
て
と
ら
え
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

②
雇
用
先
の
確
保
対
策

　

雇
用
先
の
確
保
対
策
と
し
て
、
企

業
誘
致
に
よ
る
雇
用
の
受
け
皿
づ
く

り
だ
け
で
は
な
く
、
雇
用
対
応
事
業

は
こ
れ
か
ら
も
継
続
的
に
続
け
て
い

か
れ
る
の
か
、
市
長
に
伺
い
た
い
。

市
長　

企
業
誘
致
に
つ
い
て
は
、
い

き
い
き
企
業
支
援
条
例
を
活
用
し
奨

励
金
等
の
交
付
や
法
人
市
民
税
の
控

除
を
制
度
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
東

日
本
大
震
災
復
興
特
別
区
域
法
の
制

度
を
活
用
し
、
も
の
づ
く
り
特
区
や

千
賀
の
浦
観
光
推
進
特
区
を
位
置
づ

け
、
企
業
誘
致
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

雇
用
先
の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
塩
釜
管
内
に
お
け
る
平
成

24
年
３
月
末
の
新
卒
者
企
業
内
定
率

は
ほ
ぼ
１
０
０
％
と
な
っ
て
い
る
が
、

一
方
で
雇
用
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
も
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
が

自
分
の
能
力
に
合
っ
た
職
業
を
選
択

で
き
る
よ
う
機
会
創
出
に
努
め
た
い
。

議
員　

水
族
館
構
想
は
、
塩
竈
な
ら

で
は
の
特
色
を
備
え
、
海
洋
科
学
館

の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
塩
竈
国
際
水

産
海
洋
都
市
構
想
推
進
に
寄
与
す
る

構
想
と
考
え
る
。

　

私
も
平
成
22
年
11
月
に
施
行
の
場

所
は
違
う
が
、
３
５
０
人
の
市
民
の

前
で
「
夢
日
本
一
の
水
族
館
海
の
動

物
公
園
」
と
題
し
た
講
演
を
行
っ
た
。

塩
竈
市
は
特
に
財
政
的
に
乏
し
い
市

な
の
で
、
民
間
の
資
金
や
経
営
な
ど
、

技
術
的
能
力
を
生
か
し
た
施
行
を
と

考
え
て
い
る
。

　

今
回
の
水
族
館
構
想
と
行
政
の
関

わ
り
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

市
長　

水
族
館
構
想
は
、
交
流
人
口

の
拡
大
の
み
な
ら
ず
、
学
校
教
育
の

体
験
の
場
な
ど
、
本
市
に
さ
ま
ざ
ま

な
波
及
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
と
理

解
し
て
い
る
。
で
き
る
限
り
の
誘
致

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
、
議
会
や
市
民
の
皆
様
と
今
後
の

支
援
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
て
い

き
た
い
。

　

も
し
事
業
者
が
特
区
の
制
度
を
活

用
し
た
い
と
の
意
向
で
あ
れ
ば
、
本

市
と
し
て
も
最
大
限
支
援
を
し
て
い

き
た
い
。

議
員　

今
日
日
本
で
は
世
界
一
の
高

齢
社
会
が
急
速
に
進
む
中
で
国
の
中

心
課
題
と
し
て
税
と
社
会
保
障
が
議

論
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中
心
が
医
療

と
介
護
で
あ
り
、
毎
年
１
兆
円
あ
ま

り
増
加
す
る
非
常
事
態
で
あ
る
。
今

回
市
立
病
院
で
実
施
し
て
い
る
「
血

液
検
査
で
、
が
ん
を
発
見
で
き
る
」

と
い
う
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、
医

療
費
の
大
改
革
と
思
え
た
。
市
民
も

大
き
な
関
心
を
示
し
て
い
る
の
で
、

わ
か
り
や
す
い
説
明
を
お
願
い
す
る
。

市
長　

市
立
病
院
の
最
新
の
が
ん
検

診
に
つ
い
て
は
、
新
聞
報
道
の
直
後

よ
り
市
民
の
皆
様
方
か
ら
多
く
の
反

響
が
あ
り
、
約
一
カ
月
間
で
２
６
０

件
を
超
え
る
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、

そ
の
う
ち
半
数
に
受
診
い
た
だ
い
た
。

市
立
病
院
事
業
管
理
者　

こ
の
検
査

の
大
き
な
特
徴
は
５
ｃ
ｃ
の
採
血
を

一
度
だ
け
行
え
ば
複
数
の
が
ん
の
リ

ス
ク
を
同
時
に
検
査
す
る
こ
と
が
で

き
、
さ
ら
に
早
期
が
ん
に
も
対
応
し

て
い
る
こ
と
に
あ
り
、
が
ん
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
に
つ
な
が
る
。
料

金
は
当
検
査
の
み
で
２
万
１
０
０
０

円
、
人
間
ド
ッ
ク
等
と
同
時
受
診
で

あ
れ
ば
１
万
８
９
０
０
円
で
あ
る
。

議
員　

本
年
４
月
以
降
登
下
校
中
の

子
ど
も
た
ち
を
巻
き
込
ん
だ
事
故
が

相
次
い
で
い
る
。
本
市
に
お
い
て
も

安
全
が
確
保
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い

難
い
通
学
路
が
少
な
く
な
い
中
で
、

児
童
・
生
徒
の
安
全
を
守
る
た
め
、

早
急
に
通
学
路
の
点
検
、
調
査
を
行

い
問
題
が
あ
れ
ば
対
応
策
の
検
討
が

必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
安
全
意
識
の
啓
発
や
地
域
社
会
の

協
力
も
大
変
重
要
に
な
る
と
考
え
る

が
、
本
市
の
通
学
路
の
安
全
対
策
強

化
へ
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

市
長　

本
市
で
は
歩
車
道
が
分
離
さ

れ
て
い
な
い
狭
隘
な
道
路
が
多
い
た

め
、
通
学
路
緊
急
安
全
対
策
事
業
を

実
施
し
、
学
校
周
辺
の
道
路
で
路
側

帯
を
カ
ラ
ー
舗
装
し
、
児
童
生
徒
の

登
下
校
時
の
安
全
確
保
に
取
り
組
む
。

教
育
長　

５
月
上
旬
に
小
中
学
校
通

学
路
の
危
険
箇
所
等
の
緊
急
調
査
を

実
施
し
た
。
文
部
科
学
省
が
保
護
者

や
関
係
機
関
等
と
連
携
し
な
が
ら
通

学
路
の
安
全
点
検
や
安
全
確
保
を
図

る
こ
と
を
求
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

市
内
中
学
校
の
危
険
箇
所
に
つ
い
て

も
今
後
点
検
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
防
災　
②
環
境
整
備
の
主
な
項
目

　
③
学
校
教
育　
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
健
康
推
進
都
市　
②
３
・
11
の
検
証

　
（
防
潮
堤
・
避
難
経
路
）　
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
防
災
減
災
対
策　

②
居
住
環
境

　

の
整
備　

③
放
射
能
対
策　
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
放
射
能
対
策　
②
路
盤
の
高
さ

　
③
市
役
所
経
費
の
削
減　
な
ど

塩
竈
の
再
生
は

震
災
復
興
特
区
港
町
地
区
の

構
想
と
行
政
と
の
関
わ
り
は

市
立
病
院
の
が
ん
早
期

発
見
方
法
は

通
学
路
の
安
全
確
保
は

ものづくり産業特区（北浜地区）

港町地区

市立病院公開セミナー

カラー舗装整備された通学路（玉小付近）

新
生
ク
ラ
ブ

伊
　
藤
　
栄
　
一

か
い
し
ん

田
　
中
　
徳
　
寿

新
生
ク
ラ
ブ

佐
　
藤
　
英
　
治

公
明
党小

　
野
　
幸
　
男
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一 　 般 　 質 　 問
議
員　

災
害
時
の
避
難
道
路
の
問
題

と
し
て
、
避
難
所
（
各
地
域
集
会
所
）

へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ
い

て
伺
い
た
い
。

　

市
で
は
各
町
内
会
の
集
会
所
を
災

害
時
の
一
時
避
難
所
に
指
定
し
、
情

報
提
供
や
食
料
・
物
資
等
の
支
援
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
集
会
所

に
よ
っ
て
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
が
狭

く
、
支
援
物
資
等
の
搬
入
車
両
や
救

急
車
・
消
防
車
の
通
行
に
支
障
の
あ

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
当
局
に
お
い
て

調
査
の
う
え
適
切
な
措
置
を
講
じ
る

べ
き
と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

市
長　

集
会
所
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路

の
中
に
は
、
市
道
に
昇
格
す
る
一
歩

手
前
の
管
理
道
路
と
し
て
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
道
路
も
あ
り
、
幅
員
が

２
・
２
メ
ー
ト
ル
か
ら
２
・
５
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
箇
所
、
さ
ら
に
屈
曲
部
な

ど
も
あ
り
、
本
市
と
し
て
も
そ
の
対

応
に
憂
慮
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

今
後
は
交
付
金
事
業
の
活
用
、
あ
る

い
は
効
果
促
進
事
業
等
を
活
用
し
な

が
ら
、
こ
う
い
っ
た
集
会
所
が
市
内

に
ま
だ
数
カ
所
残
さ
れ
て
い
る
の
で
、

そ
う
い
っ
た
地
域
の
整
備
を
重
点
的

に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

議
員　

災
害
公
営
住
宅
の
戸
数
を
全

体
で
３
０
０
戸
と
見
込
ん
で
い
る
よ

う
だ
が
、
決
定
し
た
経
緯
を
説
明
願

い
た
い
。
ま
た
市
街
地
沿
岸
部
の
公

営
住
宅
建
設
計
画
の
進
捗
状
況
を
伺

い
た
い
。

　

次
に
「
長
い
間
住
み
慣
れ
た
土
地

で
安
心
し
た
生
活
を
い
つ
ま
で
も
送

れ
る
よ
う
に
」
と
い
う
復
興
の
基
本

理
念
に
沿
う
方
々
に
対
し
て
の
自
宅

再
建
の
た
め
の
助
成
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
考
え
か
お
示
し
願
い
た
い
。

市
長　

災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、

お
お
む
ね
全
壊
家
屋
の
２
分
の
１
が

災
害
査
定
に
お
け
る
建
築
可
能
戸
数

の
基
準
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に
お

い
て
は
正
確
に
は
３
１
２
戸
を
災
害

査
定
と
し
て
認
め
て
い
た
だ
い
た
。

そ
う
い
っ
た
戸
数
で
良
い
の
か
把
握

す
る
た
め
、
対
象
世
帯
に
一
次
、
二

次
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
災
害
公
営
住
宅
が

で
き
る
限
り
早
期
に
整
備
さ
れ
る
よ

う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

自
宅
再
建
の
た
め
の
助
成
に
つ
い

て
は
、
既
存
の
制
度
を
活
用
し
て
住

宅
を
再
建
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基

本
と
し
て
い
る
。

議
員　
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
」「
消
費
税
の
10
％
増
税
」
は
国

民
の
６
割
が
反
対
し
て
い
る
。
民
主　･

自
民
・
公
明
各
党
は
国
会
審
議
を
行

わ
ず
３
党
合
意
の
も
と
、
消
費
税
10

％
大
増
税
の
２
０
１
５
年
10
月
実
施

を
進
め
た
。
民
主
党
政
権
の
「
消
費

税
の
逆
進
性
対
策
」「
税
の
累
進
課

税
」「
消
費
税
の
価
格
対
策
」
は
具

体
策
が
な
く
な
り
、
最
低
年
金
保
障

制
度
撤
回
、
保
育
新
シ
ス
テ
ム
の
修

正
、
社
会
保
障
改
革
推
進
会
議
法
案

も
提
出
し
た
。
被
災
地
の
暮
ら
し
を

壊
し
て
し
ま
う
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

本
市
へ
の
影
響
と
し
て
、
社

会
保
障
経
費
に
係
る
地
方
負
担
額
等

の
増
と
、
地
方
交
付
税
・
地
方
消
費

税
の
増
が
見
込
ま
れ
る
。
増
税
に
よ

り
市
民
負
担
が
ふ
え
る
こ
と
を
重
く

認
識
す
べ
き
で
あ
り
、
被
災
地
域
に

対
す
る
特
段
の
配
慮
を
求
め
て
い
く

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
消
費
税
の
増

税
は
景
気
低
迷
等
に
つ
な
が
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
、
国
は
経
済
対
策
も
セ
ッ

ト
で
取
り
組
み
を
す
べ
き
で
あ
る
。

消
費
税
は
所
得
階
層
に
か
か
わ
ら
ず

税
を
徴
収
す
る
の
で
、
審
議
過
程
で

細
や
か
な
配
慮
を
期
待
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
被
災
建
物
解
体
後
の
課
題

　
②
復
興
再
生
の
街
並
み
景
観　
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
震
災
復
興
事
業
の
進
捗
状
況

　
・
が
れ
き
処
理　
な
ど

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
復
興
交
付
金
事
業
（
３
月
）

　
②
仮
設
施
設
（
仮
設
店
舗
）　
な
ど

議
員　

市
の
宅
地
防
災
対
策
支
援
は

上
限
20
万
円
と
し
て
き
た
。
県
内
各

市
町
で
は
盛
土
や
基
礎
か
さ
上
げ
も

対
象
に
上
限
１
０
０
万
円
～
２
５
０

万
円
と
し
て
お
り
、
他
市
町
と
比
較

し
て
補
助
枠
が
少
な
い
。
一
日
も
早

く
元
の
生
活
に
戻
れ
る
よ
う
に
す
る

た
め
に
も
補
助
拡
充
を
求
め
た
い
。

ま
た
、
特
に
浸
水
区
域
は
道
路
の
高

さ
な
ど
を
決
め
る
調
査
も
開
始
し
た

ば
か
り
で
、
今
後
そ
の
調
査
に
基
づ

い
た
も
の
が
宅
地
か
さ
上
げ
に
も
影

響
し
て
く
る
。
申
請
期
間
延
長
も
必

要
で
は
な
い
か
。
市
長
の
見
解
は
。

市
長　

宅
地
防
災
対
策
支
援
事
業
は

本
市
が
先
陣
を
切
っ
て
取
り
組
ん
だ

が
、
制
度
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
検

討
を
始
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、

議
会
に
も
説
明
し
て
い
き
た
い
。
申

請
期
間
の
延
長
に
つ
い
て
は
、
ま
だ

利
用
件
数
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
今

後
の
申
請
の
推
移
を
み
き
わ
め
た
い
。

一
方
、
協
力
を
い
た
だ
く
業
者
の
方

々
が
ま
だ
少
な
い
と
い
う
声
も
各
方

面
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
や
国
・
県
発
注
の
公
共
事
業

の
状
況
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、

今
後
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

　
①
水
産
加
工
業
の
振
興

　
②
浸
水
地
域
の
防
災
対
策　
な
ど

　

東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
保
険
医

療
機
関
に
お
け
る
一
部
負
担
金
免
除

の
期
間
延
長
等
を
求
め
る
意
見
書

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す

る
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る
一
部
負

担
金
を
免
除
す
る
措
置
は
、
国
の
財

政
支
援
の
も
と
、
平
成
24
年
２
月
分

ま
で
各
保
険
者
が
実
施
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。

　

国
民
健
康
保
険
及
び
後
期
高
齢
者

医
療
に
関
し
て
は
こ
の
財
政
支
援
措

置
が
平
成
24
年
９
月
分
（
福
島
原
発

事
故
の
避
難
者
は
平
成
25
年
２
月
分
）

ま
で
延
長
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
財
政
支
援
の
な
い
他
の
保
険

者
に
関
し
て
は
、
独
自
の
負
担
に
よ

り
免
除
期
間
の
延
長
を
実
施
し
て
い

る
状
況
も
見
ら
れ
る
。

　

被
災
地
で
は
、
多
く
の
被
災
者
の

生
活
再
建
が
ま
ま
な
ら
ず
、
将
来
に

不
安
を
抱
え
る
中
、
長
引
く
避
難
生

活
に
よ
り
疲
労
が
蓄
積
し
、
体
調
不

良
や
持
病
の
悪
化
な
ど
が
慢
性
化
し

て
お
り
、
長
期
に
わ
た
る
治
療
が
必

要
と
な
っ
て
い
る
。

　

よ
っ
て
、
国
に
お
い
て
は
、
被
災

者
が
置
か
れ
て
い
る
過
酷
な
状
況
を

踏
ま
え
、
被
災
者
の
保
険
医
療
機
関

に
お
け
る
一
部
負
担
金
の
免
除
期
間

を
生
活
再
建
が
実
現
す
る
ま
で
延
長

で
き
る
よ
う
各
保
険
者
に
対
す
る
財

政
支
援
措
置
を
行
う
よ
う
強
く
要
望

す
る
。

　
　
　
　
　
　

記

１
．
東
日
本
大
震
災
被
災
者
の
医
療

　
　

費
一
部
負
担
金
免
除
期
間
が
９

　
　

月
末
で
終
了
す
る
こ
と
と
な
ら

　
　

な
い
よ
う
、
現
行
の
財
政
支
援

　
　

措
置
を
継
続
す
る
こ
と
。

２
．
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対

　
　

す
る
保
険
医
療
機
関
に
お
け
る

　
　

一
部
負
担
金
を
免
除
す
る
た
め

　
　

の
財
政
支
援
措
置
を
、
す
べ
て

　
　

の
保
険
者
に
対
し
て
行
う
こ
と
。

　

平
成
24
年
第
２
回
市
議
会
臨
時
会

は
、
３
月
28
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
会
議
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復

興
交
付
金
事
業
に
係
る
国
の
内
示
に

伴
い
、
本
市
復
興
を
図
る
た
め
の
各

復
興
事
業
費
に
か
か
わ
る
補
正
予
算

等
に
つ
い
て
、
市
長
よ
り
提
出
議
案

の
説
明
を
受
け
、
審
議
を
行
い
ま
し

た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
平
成
23
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算
で
は
、
東
日
本

大
震
災
復
興
交
付
金
事
業
に
伴
う
港

町
・
北
浜
・
藤
倉
地
区
都
市
再
生
事

業
計
画
案
作
成
事
業
等
、
復
興
交
付

金
関
連
事
業
に
伴
う
東
日
本
大
震
災

復
興
交
付
金
基
金
へ
の
積
立
金
、
災

害
関
連
の
事
業
等
と
し
て
、
計
56
億

９
４
０
５
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
特
別
会
計
補
正
予
算

で
は
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
東

日
本
大
震
災
復
興
交
付
金
事
業
に
伴

う
津
波
浸
水
地
区
下
水
道
整
備
調
査

事
業
等
と
し
て
、
１
億
３
３
９
６
万

円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補

正
で
は
、
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付

金
事
業
に
伴
う
桂
島
・
野
々
島
・
寒

風
沢
地
区
の
漁
業
集
落
防
災
機
能
強

化
事
業
等
、
復
興
交
付
金
関
連
事
業
、

災
害
関
連
の
事
業
等
と
し
て
、
39
億

３
２
６
１
万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
24
年
度
特
別
会
計
の
補
正
で

は
、
下
水
道
事
業
特
別
会
計
の
東
日

本
大
震
災
復
興
交
付
金
事
業
に
伴
う

津
波
浸
水
地
区
下
水
道
整
備
調
査
事

業
を
内
容
と
し
て
、
１
億
７
５
１
０

万
円
が
追
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
条
例
と
し
て
、
東
日
本
大

震
災
復
興
特
別
区
域
法
に
規
定
す
る

復
興
交
付
金
事
業
等
に
充
て
る
資
金

を
基
金
に
積
み
立
て
る
た
め
の
議
案

「
塩
竈
市
東
日
本
大
震
災
復
興
交
付

金
基
金
条
例
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
法
律
の
施
行
に
伴
う
関

係
条
例
の
一
部
改
正
条
例
が
提
出
さ

れ
、
補
正
予
算
４
件
、
条
例
２
件
の

議
案
が
す
べ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
意
見
書

※ 一般質問とは … 特定の議案とは関係なく、広く市政に関し説明を求めたり、
　　　　　　　　　疑問をただしたりすることをいいます。

３
月
臨
時
会
の
あ
ら
ま
し

災
害
時
の
避
難
道
路
の
整
備
は

災
害
公
営
住
宅
の
建
設
等
は

社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革･

消
費
税
増
税
と
市
長
の
見
解
は

宅
地
防
災
対
策
支
援
は

アクセス道路の整備された集会所

災害公営住宅（伊保石地区）完成予定図

塩竈市役所

塩竈市宅地防災対策支援制度リーフレット

自
由
民
主
の
会

阿
部
　
か
ほ
る

自
由
民
主
の
会

西
　
村
　
勝
　
男

日
本
共
産
党
塩
釜
市
議
団

伊
　
勢
　
由
　
典

日
本
共
産
党
塩
釜
市
議
団

曽
　
我
　
ミ
　
ヨ
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次
回
の
定
例
会
は

９
月
７
日 

㈮

開
会
予
定
で
す

議案等賛否一覧表

会
議
名

会 派 名・議 員 氏 名

議 案 番 号・件 名

公明党 自由民主の会
日本共産党
塩釜市議団

かいしん 新生クラブ

審 議 結 果浅
野
　

敏
江

小
野
　

幸
男

嶺
岸
　

淳
一

香
取
　

嗣
雄

阿
部
か
ほ
る

西
村
　

勝
男

鈴
木
　

昭
一

高
橋
　

卓
也

小
野
　

絹
子

伊
勢
　

由
典

曽
我
　

ミ
ヨ

田
中
　

徳
寿

志
賀
　

勝
利

菊
地
　

 
進

志
子
田
吉
晃

鎌
田
　

礼
二

伊
藤
　

栄
一

佐
藤
　

英
治

６
月
定
例
会

承 認 第 1 号 専決処分の承認を求めることについて（平成23年度
塩竈市一般会計補正予算） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承 認

議案第58号 東日本大震災による被災者に対する市税の減免に
関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第59号 東日本大震災による被災者に対する国民健康保険
税の減免に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第60号 塩竈市集会所条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第61号 塩竈市復興産業集積区域における固定資産税の
課税免除に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第62号 塩竈市印鑑条例及び塩竈市住民基本台帳カード
利用条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第63号 平成24年度塩竈市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第64号 平成24年度塩竈市下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第65号 平成24年度塩竈市漁業集落排水事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第66号 塩竈市集会所の指定管理者の指定の変更について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第67号 市道路線の認定及び廃止について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第68号 公平委員会の委員の選任について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同 意

議 員 提 出
議案第３号

東日本大震災被災者の保険医療機関における一部
負担金免除の期間延長等を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

３
月
臨
時
会

議案第52号 塩竈市東日本大震災復興交付金基金条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第53号 平成23年度塩竈市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第54号 平成23年度塩竈市下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第55号

障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえ
て障害保健福祉施策を見直すまでの間において
障害者等の地域生活を支援するための関係法律の
整備に関する法律の施行に伴う関係条例の整理に
関する条例

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第56号 平成24年度塩竈市一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

議案第57号 平成24年度塩竈市下水道事業特別会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原 案 可 決

編
集
後
記

　

市
議
会
だ
よ
り
第
１
８
８
号
を

お
届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
市
民
の
皆
様
に
親
し
ま

れ
る
「
市
議
会
だ
よ
り
」
づ
く
り
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
議
会
報
編
集
委
員
会

　
委 

員 

長　
浅　
野　
敏　
江

副
委
員
長　
伊　
勢　
由　
典

委　
　
員　
阿　
部　
か
ほ
る

　
委　
　
員　
鎌　
田　
礼　
二

　
第
88
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
（
５
月
23
日
）
に
お
い
て
次
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

○
議
員
在
職
25
年
以
上

　
　
　
　
　
香　
取　
嗣　
雄

　
今
定
例
会
に
お
い
て
、
次
の
と
お

り
決
し
ま
し
た
。

○
塩
竈
市
公
平
委
員
会
の
委
員
（
同
意
）

　
　
　
　
　
小　
倉　
和　
憲　
氏

○
塩
竈
市
農
業
委
員
会
委
員
（
推
薦
）

　
　
　
　
　
伊　
勢　
由　
典

市
議
会
報
告
会

　
平
成
24
年
５
月
13
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら
、
ふ
れ
あ
い
エ
ス
プ

塩
竈
・
エ
ス
プ
ホ
ー
ル
で
「
第
１
回
塩
竈
市
議
会
報
告
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

市
議
会
基
本
条
例
に
基
づ
く
初
め
て
の
報
告
会
で
「
開
か
れ
た
議

会
を
め
ざ
し
て
‼
」
を
テ
ー
マ
に
行
い
ま
し
た
が
、
約
１
０
０
名
の

皆
様
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
忙
し
い
中
の
ご
参
加
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
、

　
　

１
．
議
会
基
本
条
例
の
制
定
経
過
に
つ
い
て

　
　

２
．
東
日
本
大
震
災
発
災
後
の
対
応
と
経
過
に
つ
い
て

　
　

３
．
平
成
24
年
度
施
政
方
針
及
び
当
初
予
算
に
つ
い
て

　
　

４
．
３
月
臨
時
会
の
結
果
に
つ
い
て　

等

　

議
長
、
副
議
長
、
各
委
員
会
の
委
員
長
等
が
報
告
を
行
い
、
参
加

し
た
皆
さ
ん
か
ら
も
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
今
回
の
報
告
会
で
の
ご
意
見
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
等

を
踏
ま
え
、
開
催
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
詳
し
い
内
容
に
つ
き
ま
し
て
は
、
折
込
の
「
し
お
が
ま
市

議
会
だ
よ
り
（
平
成
24
年
議
会
報
告
会
第
１
号
）」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

暑中お見舞い　　　
申し上げます　

　平成24年盛夏
　　　　　　　塩竈市議会議員一同

※公職選挙法の規定により、議員は選挙区内で
答礼のための自筆によるものを除き、暑中見舞
いなどを出すことは禁止されております。
　市民の皆様のご理解をお願いいたします。

○： 議案等に対して賛成　　
×： 議案等に対して反対　　／： 議長は採決に加わりません

人
　
事

表
　
彰


